
資料２

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

高齢独居世帯の割合 A7-a ％ 総務省「国勢調査」 10.5 10.7 10.9 11.1 - - - - - 13.5 13.6 13.7 13.7 - - - - - 11.5 11.7 11.9 12.1 - - - - - 8.4 8.6 8.7 8.9 - - - - -

高齢夫婦世帯の割合 A8-a ％ 総務省「国勢調査」 8.1 8.1 8.1 8.1 - - - - - 9.9 9.9 9.9 9.9 - - - - - 10.1 10.2 10.3 10.5 - - - - - 9.6 9.7 9.8 9.9 - - - - -

要支援・要介護認定者数（要介護度別）B3-a 人
見える化・時系列（比較地域と比較）
（各年度年報）

403.0 432.0 424.0 464.0 482.0 487.0 496.0 526.0 524.0 490,994.0 508,443.0 515,568.0 531,976.0 537,789.0 545,646.0 558,995.0 570,631.0 572,748.0 6,282,408.0 6,452,585.0 6,558,324.0 6,688,653.0 6,765,995.0 6,814,344.0 6,952,265.0 7,075,896.0 7,097,678.0 452.0 466.0 471.0 473.0 489.0 483.0 489.0 516.0 516.0

要支援・要介護認定者数（要
介護度別）※第2号被保険者
を含む

B3-b 人
見える化・時系列（比較地域と比較）
（各年度年報）

406.0 435.0 427.0 468.0 490.0 494.0 504.0 543.0 542.0 500,342.0 517,779.0 524,705.0 541,503.0 547,375.0 555,357.0 568,811.0 580,618.0 582,811.0 6,412,760.0 6,582,416.0 6,686,282.0 6,818,244.0 6,895,735.0 6,944,377.0 7,083,236.0 7,207,487.0 7,229,535.0 457.0 475.0 482.0 481.0 498.0 491.0 496.0 521.0 521.0

認定率 B4-a ％
見える化・時系列
（各年度年報）

20.3 21.6 21.1 23.2 24.1 24.5 25.3 26.7 26.7 20.9 21.4 21.7 22.3 22.6 23.1 23.7 24.3 24.4 18.0 18.3 18.4 18.7 18.9 19.0 19.4 19.7 19.8 18.3 18.7 18.6 18.5 19.0 18.9 19.1 20.0 20.0

調整済み認定率（要介護度
別）※第2号被保険者を含む

B4-b ％
見える化・時系列（比較地域と比較）
（各年度年報）

20.5 21.7 21.3 23.4 24.5 24.9 25.7 27.5 27.6 21.3 21.8 22.0 22.7 23.0 23.5 24.1 24.7 24.8 18.4 18.7 18.8 19.1 19.2 19.4 19.7 20.1 20.2 18.5 19.1 19.1 18.8 19.4 19.2 19.4 20.2 20.2

調整済み認定率 B5-a ％
見える化・時系列（比較地域と比較）
（各年度年報）

19.5 20.4 19.4 20.8 20.8 20.3 20.3 21.1 - 21.4 21.4 21.1 21.1 20.6 20.3 21.1 20.4 - 17.2 17.1 17.0 17.0 16.6 16.3 16.4 16.5 - 14.8 15.3 15.0 14.8 14.8 14.6 14.7 15.6 -

調整済み認定率（要介護３～
５）

B6-a ％
見える化・時系列（比較地域と比較）
（各年度年報）

5.8 5.6 6.4 6.6 6.5 6.9 6.7 7.2 - 7.0 6.9 6.9 7.0 6.9 6.9 7.2 6.9 - 5.9 5.8 5.8 5.7 5.6 5.5 5.5 5.4 - 4.8 4.3 4.6 4.5 4.1 4.6 4.9 4.7 -

調整済み認定率（要支援１～要介護２）B6-b ％
見える化・時系列（比較地域と比較）
（各年度年報）

13.7 14.7 13.1 14.1 14.2 13.4 13.6 13.9 - 14.4 14.4 14.2 14.1 13.7 13.3 13.9 13.4 - 11.3 11.3 11.3 11.2 11.0 10.8 11.0 11.1 - 10.0 10.9 10.4 10.3 10.7 10.0 9.8 10.9 -

施設・居住系・在宅受給者数 D1 人
見える化・時系列（比較地域と比較）
（各年度年報）

329.0 330.0 337.0 357.0 371.0 384.0 378.0 401.0 - 355,442.0 352,944.0 363,903.0 374,799.0 388,034.0 397,855.0 408,430.0 418,197.0 - 4,844,071.0 4,819,031.0 4,939,029.0 5,027,995.0 5,140,134.0 5,213,628.0 5,294,775.0 5,384,285.0 - 383.0 365.0 369.0 374.0 382.0 392.0 379.0 396.0 -

高齢独居世帯の割合、高齢夫婦世帯の割合
は、2020年でそれぞれ1.0％、2.4％全国平均値
を下回っている。
認定率が2025年で6.9%(2020年4.5％)全国平均
値よりも高く、差も2.4％拡がっている。
2024年時点の調整済認定率も4.6%(2020年
3.8％)高い。
調整済軽度認定率が2.8%(2.9％)高く、重度認
定率も1.8%(0.9％)高い。

調整済軽度認定率が2022年に13.4％まで下がっていた
が、再び上がってきている。全国平均よりも2.8％高くなっ
ており、全体の認定率・調整済み認定率を押し上げてい
る。
①４年前まで、前期高齢者の新規認定者の原因疾患の過
半数が膝関節症等の筋骨格系の病気が原因となってい
た。
身体機能の低下した前期高齢者（予備軍）が多いと思わ
れることから、前期高齢者や若い世代から、健康づくり・介
護予防を勧めてきた。調整済み軽度認定率も一時下がっ
ていた。
②３年前から、筋骨格系の割合が下がり、認知症の割合
が増えてきていた。
認知症が増加してきており、認知症対策に取り組んでいる
ところであるが、認知症・MCI（軽度認知障害）の将来推計
から、85歳以上の高齢者の割合がピークを迎える2030年
から2035年にかけて、認知症の有病率が高まる見込みで
ある。

令和５年度に、大阪府の認知症予防発信事業に参加し、町内３カ所の集会所で開催している「人生大漁サロン」でMCI（軽度認知障害）スクリーニング検査を実施した。
人生大漁サロン参加者94人のMCI（軽度認知障害）スクリーニング検査の結果、①「炎症・免疫」良好75人→91人、②「栄養」良好59人→64人、③「凝固線溶」注意27人→47人であっ
た。
①人生大漁サロンの参加により、リスク値は低くなった。②栄養に課題のある方が多いが、栄養指導により改善の効果があった。③年齢の影響が大きいタンパク質で、高血圧薬、糖
尿病薬、抗血栓薬、高脂血症薬を服用している方が68名（72.3％）おり、生活習慣病に罹患している方が多いことが理由として考えられる。
令和8年度から、認知症予防検診事業を導入し、MCIを含む認知機能の低下の状況を、確認していく。

（これまでの対応策）高齢者人口が減少に転じる中、後期高齢者数は増加し続けており、特に85歳以上の年齢構成が高まるにつれ、認知症・脳血管疾患が増加してきてい
る。これまで以上に認知症対策、高血圧予防に取り組む必要がある。
（今後の対応策）
人生大漁サロンに通うことにより、運動の習慣がつき認知症リスクも低くなるが、60代の参加者が3.2％と少ないことから、60代の集客が課題となっている。年齢の低い方が
リスク値がより改善しやすいので、若い層への認知症予防啓発、高血圧予防啓発に取り組んでいく必要がある。

自由記述

田尻町では、高齢者人口が減少に転じる中、後期高齢者数は増加し続けており、特に85歳以上の年齢構成が高まるにつれ、認知症・脳血管疾患が増加してきていることから、認知症予防対策に重点的に取り組んでいる。
認知症の原因で予防できる最大の危険因子である難聴を予防するため、耳の聞こえプログラム（聞こえチェッカー、言語聴覚士による個別相談）を実施し、予防啓発を行ってきた。
令和6年度から住民健診時に高齢者の聴覚検査を実施し、言語聴覚士による個別相談を行っている。
令和7年度から、補聴器の購入補助を開始した。
令和8年度からは、認知症予防検診事業を導入し、MCIを含む認知機能の低下に気づいていただき、将来認知症になるリスクの軽減を図っていく。
より効果的な認知症対策を進めていくため、認知症・MCI（軽度認知障害）有病者数の将来推計（資料2-2参照）を基に、認知症施策推進計画の策定を行う。

熊本県_嘉島町

全国平均等との比較
全国平均等との乖離について理由・問題点等の考察　（仮説の
設定） 設定した仮説の確認・検証方法 問題を解決するための対応策　（理想像でも可）

活用データ名・
指標名

指標ID 単位 備考
データの値

自地域
都道府県平均・合計 全国平均・合計

比較地域
大阪府_田尻町



資料２

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

受給率（施設サ－ビス） D2 ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

3.2 2.9 3.1 3.0 3.0 2.7 2.8 2.9 - 2.3 2.3 2.3 2.3 2.4 2.4 2.4 2.4 - 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.9 2.9 - 3.2 3.0 3.2 3.3 3.1 3.2 3.1 3.2 -

要支援・要介護者1人あたり
定員（施設サ－ビス別）

D28 人
見える化・時系列
（介護サービス情報公表システムおよび各年度
月報）

0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 - 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 - 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 - 0.2 0.2 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 -

要支援・要介護者1人あたり
定員（居住系サ－ビス別）

D29 人
見える化・時系列
（介護サービス情報公表システムおよび各年度
月報）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 - 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 - 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 -

受給率（居住系サ－ビス） D3 ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

1.0 1.0 1.1 1.1 1.1 1.1 1.2 1.1 - 1.1 1.1 1.2 1.2 1.2 1.2 1.3 1.3 - 1.2 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.4 1.4 - 1.1 1.1 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.6 -

要支援・要介護者1人あたり
定員（通所系サ－ビス別）

D30 人
見える化・時系列
（介護サービス情報公表システムおよび各年度
月報）

0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 - 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 - 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 - 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.4 0.3 0.3 -

受給率（訪問介護） D32-a ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

6.3 5.3 5.6 6.1 6.1 6.6 6.5 6.3 - 5.7 5.0 5.1 5.2 5.4 5.6 5.8 5.9 - 3.2 2.8 2.8 2.8 2.9 2.9 2.9 3.0 - 2.2 1.7 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.7 -

受給率（訪問入浴介護） D32-b ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 - 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 - 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 -

受給率（訪問看護） D32-c ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

1.5 2.2 2.5 2.9 3.9 4.4 4.7 5.1 - 2.1 2.2 2.4 2.6 3.0 3.2 3.4 3.6 - 1.4 1.4 1.5 1.7 1.8 1.9 2.0 2.2 - 1.5 1.2 1.1 1.0 1.3 1.6 2.0 2.1 -

受給率（訪問リハビリテーショ
ン）

D32-d ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

1.0 1.1 1.0 1.0 1.2 1.4 1.3 1.3 - 0.3 0.4 0.4 0.4 0.4 0.5 0.5 0.5 - 0.3 0.3 0.3 0.3 0.4 0.4 0.4 0.4 - 0.1 0.3 0.4 0.4 0.4 0.5 0.4 0.6 -

受給率（居宅療養管理指導） D32-e ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

1.7 2.3 2.8 3.1 3.5 3.9 4.4 4.7 - 3.0 3.3 3.5 3.8 4.1 4.4 4.7 5.0 - 1.9 2.1 2.2 2.4 2.6 2.7 2.9 3.2 - 0.9 1.0 0.9 1.1 1.3 1.5 1.6 2.1 -

受給率（通所介護） D32-f ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

4.5 4.1 3.8 4.3 4.6 4.8 5.0 5.0 - 3.7 3.2 3.3 3.1 3.2 3.3 3.5 3.6 - 3.6 3.2 3.3 3.1 3.1 3.1 3.2 3.3 - 5.2 4.2 4.0 4.7 5.0 4.9 4.6 4.6 -

受給率（通所リハビリテーショ
ン）

D32-g ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

1.6 2.0 2.0 1.7 1.8 2.4 2.5 2.9 - 1.5 1.6 1.6 1.5 1.6 1.6 1.6 1.7 - 1.7 1.7 1.7 1.6 1.6 1.6 1.6 1.7 - 2.9 3.1 3.1 2.4 2.4 2.2 2.0 1.6 -

受給率（短期入所生活介護） D32-h ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

1.0 1.1 0.9 0.8 0.9 0.9 0.8 0.7 - 0.6 0.7 0.6 0.5 0.6 0.6 0.6 0.6 - 0.9 0.9 0.9 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 - 0.9 1.1 1.0 0.7 0.7 0.8 1.0 0.9 -

受給率（短期入所療養介護） D32-i ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 - 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 - 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 - 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 -

受給率（福祉用具貸与） D32-j ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

8.2 8.4 8.7 9.6 10.9 12.1 11.9 12.7 - 7.7 8.0 8.4 8.8 9.4 9.8 10.1 10.6 - 5.9 6.1 6.3 6.6 6.9 7.1 7.3 7.5 - 5.6 6.5 6.5 6.5 6.8 7.1 7.2 7.4 -

受給率（定期巡回・随時対応
型訪問介護看護）

D32-k ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 - 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

受給率（夜間対応型訪問介
護）

D32-l ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

受給率（認知症対応型通所介
護）

D32-m ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 - 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

受給率（小規模多機能型居宅
介護）

D32-n ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 - 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 - 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 - 0.3 0.3 0.3 0.3 0.2 0.2 0.2 0.2 -

受給率（看護小規模多機能型
居宅介護）

D32-o ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

受給率（地域密着型通所介
護）

D32-s ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

0.6 0.4 0.3 0.3 0.2 0.3 0.4 0.3 - 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.5 1.6 1.6 - 1.1 1.1 1.2 1.1 1.1 1.1 1.2 1.2 - 0.3 0.3 0.3 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 -

受給率（在宅サ－ビス） D4 ％
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

12.4 12.6 12.7 13.7 14.5 15.6 15.3 16.3 - 11.7 11.5 11.8 12.2 12.8 13.2 13.6 14.1 - 9.9 9.6 9.8 9.9 10.2 10.4 10.5 10.8 - 11.1 10.6 10.4 10.2 10.6 10.8 10.3 10.5 -

自由記述

在宅サービスの受給率が2024年で5.5％（2020
年3.8％）高い。
施設サービスの受給率は同率（0.2％高く）、居
住系サービスの受給率が0.3％（0.2％）低い。

①軽度認定者が多いため、在宅サービスの受給率が上
がっていると思われる。2020年より1.7％増
②居住系サービスの受給率は全国平均より低い。町内の
施設は満床となっている。

要介護度別のサービス利用の増減を、引き続き分析する。
在宅サービスの受給率が、13.7％（2020年）から16.3％（2024年）と2.6％増加しており留意が必要。
要介護度別に見ると、要支援２で1.8％から3.2％、要介護４で1.0％から1.9％と大きく増加している。
比較地域では要介護３～５の在宅利用が少ないため受給率が低くなっている。比較的施設利用が多くなっており、待機者が少ないのではないか。

軽度認定者の在宅サービス利用が増加していることから、引き続き前期高齢者の介護予防を勧めていく必要がある。
また、施設入所の待機者が減少しているのにも関わらず、要介護４の利用が増加しており、有料老人ホーム入居者の重度化が進んでいるのではないか。

全国平均等との比較
全国平均等との乖離について理由・問題点等の考察　（仮説の
設定） 設定した仮説の確認・検証方法 問題を解決するための対応策　（理想像でも可）



資料２

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

受給者1人あたり給付月額
（在宅および居住系サ－ビス）

D15-a 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

112,829.8 113,798.9 118,391.5 122,030.2 123,953.4 126,367.2 134,856.4 128,626.2 - 128,960.8 132,967.5 134,960.5 135,706.1 137,437.7 139,051.9 143,140.4 146,132.8 - 125,300.5 128,184.7 128,828.7 129,423.3 130,299.1 130,075.8 132,663.8 134,166.7 - 105,999.6 108,522.7 110,527.1 113,303.6 112,738.1 112,496.9 121,565.3 117,288.1 -

受給者1人あたり給付月額
（在宅サ－ビス）

D15-b 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

103,758.4 104,533.7 109,897.5 112,530.8 114,916.4 116,989.7 125,133.7 119,354.6 - 121,447.2 125,291.4 127,183.5 127,752.2 129,704.8 131,321.6 135,455.9 138,479.1 - 114,918.1 117,518.6 118,025.0 118,280.6 119,152.4 118,723.4 121,228.4 122,463.2 - 96,641.9 99,971.2 102,692.2 104,315.4 102,724.9 101,507.1 109,995.3 104,972.4 -

受給者1人あたり給付月額
（訪問介護）

D17-a 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

61,783.5 72,441.8 76,650.5 75,788.4 83,580.0 87,497.7 91,417.9 94,248.9 - 79,333.8 88,250.1 91,870.3 98,949.7 102,491.0 105,340.8 110,053.5 115,394.5 - 61,591.2 67,102.6 68,918.8 73,426.5 75,247.6 76,919.8 80,033.9 82,954.4 - 45,348.3 61,466.5 72,575.0 85,201.9 81,051.7 72,618.5 74,278.3 69,144.5 -

受給者1人あたり給付月額
（訪問入浴介護）

D17-b 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

29,720.5 20,908.7 41,683.4 62,069.5 42,711.0 57,187.9 65,466.3 55,321.3 - 64,982.1 65,633.0 66,704.3 66,888.8 65,814.9 65,244.2 66,341.4 67,531.4 - 60,565.4 61,421.8 61,908.5 62,559.3 62,639.6 61,810.6 63,050.2 64,164.8 - 60,986.1 45,884.6 37,744.0 34,909.0 28,465.2 37,858.5 50,415.9 46,917.3 -

受給者1人あたり給付月額
（訪問看護）

D17-c 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

41,980.7 37,762.4 30,565.5 35,351.4 37,963.7 40,466.9 38,543.4 39,135.7 - 41,483.0 41,659.0 41,525.2 41,922.3 42,143.1 41,877.9 42,039.9 41,960.6 - 40,616.9 40,770.3 40,499.6 41,148.1 41,445.5 41,294.5 41,639.5 41,722.5 - 40,181.2 41,693.4 40,986.8 39,020.7 46,123.0 43,780.2 42,072.8 45,991.0 -

受給者1人あたり給付月額
（訪問リハビリテーション）

D17-d 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

26,806.2 30,027.8 28,594.1 33,622.1 37,534.8 35,240.0 36,405.5 34,121.6 - 35,446.5 35,310.9 35,415.0 35,855.1 36,918.4 36,713.5 37,390.7 37,520.3 - 33,065.3 33,103.3 33,241.3 33,725.7 34,159.8 33,673.6 34,290.2 34,488.5 - 31,526.5 35,278.0 37,812.0 41,637.9 45,560.5 40,554.5 36,899.1 33,206.3 -

受給者1人あたり給付月額
（居宅療養管理指導）

D17-e 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

12,656.3 14,120.6 14,321.4 13,642.0 13,594.4 15,185.5 14,937.7 14,574.5 - 15,524.7 15,717.6 16,010.3 15,990.5 16,299.8 16,648.5 17,215.2 17,579.0 - 11,539.3 11,757.5 11,939.1 11,887.9 12,220.3 12,382.2 12,796.6 13,139.8 - 10,452.2 9,821.8 9,843.3 8,929.6 8,585.5 8,486.8 9,637.2 10,063.6 -

受給者1人あたり給付月額
（通所介護）

D17-f 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

66,665.5 66,158.7 77,945.8 75,030.6 75,159.5 72,012.9 76,948.5 81,584.4 - 66,544.1 72,637.2 73,443.8 76,144.7 75,838.8 74,840.4 75,169.4 75,112.8 - 74,020.7 80,622.9 81,668.5 85,006.1 84,960.6 83,257.6 84,469.1 84,441.0 - 72,996.1 84,048.2 87,204.1 79,416.9 77,152.3 84,514.4 90,542.8 82,230.6 -

受給者1人あたり給付月額
（通所リハビリテーション）

D17-g 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

63,010.6 59,612.4 55,348.8 57,290.4 51,305.1 48,242.6 52,177.7 49,945.3 - 64,148.0 61,752.4 60,059.8 60,390.1 60,580.1 59,317.2 59,352.9 59,106.4 - 61,790.1 59,758.3 58,519.9 59,316.7 59,649.9 58,136.4 58,920.1 58,754.8 - 74,731.6 70,097.9 71,812.6 78,220.5 74,825.7 72,660.1 71,198.9 72,880.6 -

受給者1人あたり給付月額
（短期入所生活介護）

D17-h 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

89,143.4 81,809.3 89,160.2 132,093.1 104,367.0 91,899.9 101,408.8 87,004.5 - 99,412.0 102,036.1 103,615.7 119,261.6 117,922.0 115,454.5 113,470.5 114,573.6 - 93,708.1 94,811.5 96,162.7 108,509.9 109,767.9 108,557.0 106,703.6 107,731.7 - 71,753.4 65,838.7 71,626.6 86,448.6 90,674.3 80,317.5 91,799.9 96,429.4 -

受給者1人あたり給付月額
（短期入所療養介護）

D17-i 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

76,614.0 193,504.2 126,139.6 103,242.9 107,813.3 109,297.5 63,956.8 63,988.4 - 85,767.0 87,848.4 88,947.3 93,343.4 96,326.7 96,453.3 93,171.5 94,424.5 - 83,625.2 84,905.6 85,706.9 90,943.8 92,180.8 91,341.9 90,322.1 91,585.2 - 67,833.9 86,560.5 84,196.8 87,048.8 68,634.0 90,736.8 56,986.4 76,131.7 -

受給者1人あたり給付月額
（福祉用具貸与）

D17-j 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

10,691.5 11,164.8 11,521.4 11,513.1 11,957.1 12,483.9 13,023.5 12,122.6 - 12,231.7 12,086.2 12,022.2 12,179.8 12,286.9 12,467.4 12,644.6 12,803.5 - 11,651.0 11,564.3 11,476.9 11,659.9 11,778.4 11,965.6 12,125.8 12,212.0 - 6,862.1 6,548.6 6,621.5 7,241.7 7,353.0 7,616.8 8,325.2 8,774.9 -

受給者1人あたり給付月額
（特定施設入居者生活介護）

D17-k 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

90,922.6 114,958.5 133,651.2 172,532.4 170,356.9 226,569.0 221,414.2 206,632.6 - 179,681.1 179,988.1 181,958.8 185,288.0 187,870.2 190,522.7 193,970.1 196,861.5 - 174,723.0 174,930.8 176,350.5 179,263.1 181,729.5 184,040.7 187,184.9 190,209.2 - 183,088.1 169,893.5 169,587.2 177,789.9 189,854.9 190,088.9 190,694.5 184,367.5 -

受給者1人あたり給付月額
（介護予防支援・居宅介護支
援）

D17-l 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

11,103.1 11,946.3 12,392.2 12,597.3 12,711.2 12,969.4 13,193.5 12,882.3 - 12,287.8 12,879.2 12,997.4 13,088.8 13,484.0 13,644.2 13,781.0 13,950.5 - 12,134.8 12,647.4 12,665.9 12,729.9 13,051.0 13,138.4 13,147.8 13,292.4 - 10,068.7 11,122.7 11,162.3 11,110.8 11,085.1 11,866.4 11,997.8 11,867.6 -

受給者1人あたり給付月額
（定期巡回・随時対応型訪問
介護看護）

D17-m 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

0.0 151,119.5 112,964.1 130,484.8 141,818.4 0.0 0.0 41,388.0 - 175,084.5 174,619.0 174,856.9 180,418.8 183,652.5 188,253.6 192,218.1 189,790.7 - 151,052.2 151,090.0 153,625.2 159,009.2 161,596.6 166,008.1 168,947.4 168,005.1 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 270,387.0 317,112.8 -

受給者1人あたり給付月額
（夜間対応型訪問介護）

D17-n 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 32,108.3 28,796.3 30,788.6 33,962.9 31,637.6 32,447.3 31,065.8 31,891.0 - 34,521.6 34,120.1 35,912.4 39,191.3 37,505.3 38,814.9 39,392.9 41,013.8 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

受給者1人あたり給付月額
（認知症対応型通所介護）

D17-o 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 109,261.2 107,852.1 107,294.0 111,931.8 110,852.9 109,333.1 109,533.1 112,371.5 - 113,292.9 113,354.4 114,132.8 118,030.6 117,875.6 116,352.3 117,998.3 119,285.6 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

受給者1人あたり給付月額
（小規模多機能型居宅介護）

D17-p 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

631,534.0 275,161.5 274,035.3 289,770.0 291,571.2 302,813.3 314,850.0 314,952.3 - 190,821.2 188,054.4 193,058.2 196,482.3 197,711.2 203,867.2 207,840.1 211,558.0 - 179,420.8 180,054.1 181,772.7 184,451.6 188,919.9 191,608.7 193,709.3 197,918.9 - 110,625.5 139,570.8 144,905.6 201,533.3 187,344.6 191,487.4 190,403.6 178,756.6 -

受給者1人あたり給付月額
（認知症対応型共同生活介
護）

D17-q 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

257,291.3 264,128.1 246,583.1 261,605.6 259,513.2 263,326.8 268,945.9 280,906.9 - 259,106.7 259,238.2 263,499.8 266,810.4 268,652.3 271,080.9 275,507.1 279,804.2 - 249,222.1 250,256.1 253,116.4 256,463.0 258,747.8 260,638.3 264,723.4 269,967.9 - 233,177.9 238,755.6 234,907.2 241,514.7 236,491.1 246,549.2 259,518.7 264,408.8 -

受給者1人あたり給付月額
（地域密着型特定施設入居者
生活介護）

D17-r 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 196,961.0 197,672.9 198,999.3 209,442.1 210,574.6 210,103.6 211,186.3 208,986.0 - 190,972.7 191,224.7 192,277.3 195,137.1 198,284.2 198,572.6 200,515.2 204,759.2 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

受給者1人あたり給付月額
（看護小規模多機能型居宅介
護）

D17-s 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 265,430.3 274,426.5 279,471.1 279,200.7 281,941.8 288,203.7 288,445.1 289,509.0 - 236,648.6 241,355.1 245,778.3 251,873.0 257,480.4 260,420.0 264,153.3 270,931.0 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

受給者1人あたり給付月額
（地域密着型通所介護）

D17-t 円
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

73,318.2 83,072.9 96,488.2 108,792.7 78,828.7 72,380.9 71,841.3 67,548.5 - 65,878.9 64,808.5 65,417.7 68,671.3 68,667.9 66,738.4 66,322.5 65,998.2 - 74,674.2 73,908.2 73,780.9 77,098.0 76,704.2 74,762.1 74,617.0 74,158.0 - 97,526.0 87,691.3 82,275.5 59,643.6 63,331.5 62,585.0 63,555.9 75,503.8 -

受給者1人あたり利用日数・
回数（訪問介護）

D31-a 回
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

23.2 28.4 28.9 28.0 30.7 33.0 35.7 37.1 - 26.5 30.7 32.0 34.1 35.2 36.2 37.9 40.3 - 20.9 23.6 24.0 25.1 25.6 26.2 27.2 28.4 - 16.5 24.2 29.2 32.1 30.8 26.4 27.0 24.0 -

受給者1人あたり利用日数・
回数（訪問入浴介護）

D31-b 回
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

2.4 1.7 3.2 4.8 3.5 4.6 5.0 4.2 - 5.2 5.2 5.2 5.2 5.0 5.0 5.0 5.1 - 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 4.9 4.9 4.9 - 5.2 4.0 4.0 4.0 2.2 3.0 4.1 3.8 -

受給者1人あたり利用日数・
回数（訪問看護）

D31-c 回
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

9.3 8.8 7.0 8.2 9.0 9.7 9.3 9.8 - 9.7 9.7 9.6 9.7 9.7 9.6 9.7 9.6 - 8.6 8.7 8.7 8.8 8.9 8.9 9.0 9.0 - 10.7 10.7 10.4 10.4 12.4 12.0 11.2 10.9 -

受給者1人あたり利用日数・
回数（訪問リハビリテーショ
ン）

D31-d 回
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

9.2 9.8 9.3 10.9 12.1 11.5 11.8 11.1 - 11.8 11.8 11.8 11.9 12.1 12.0 12.2 12.2 - 11.3 11.4 11.4 11.5 11.7 11.5 11.7 11.7 - 10.8 12.6 13.4 14.6 15.9 14.5 13.2 11.8 -

受給者1人あたり利用日数・
回数（通所介護）

D31-e 日
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

8.5 8.9 10.2 9.9 9.8 9.1 9.4 9.7 - 8.1 9.5 9.6 9.8 9.8 9.6 9.6 9.4 - 9.2 10.6 10.7 10.9 11.0 10.7 10.8 10.7 - 8.9 11.3 12.1 11.0 11.1 11.7 12.2 11.1 -

受給者1人あたり利用日数・
回数（通所リハビリテーショ
ン）

D31-f 日
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

6.3 6.0 6.2 5.9 5.0 4.4 4.7 4.7 - 6.3 6.1 5.9 5.8 5.8 5.7 5.7 5.6 - 6.2 6.1 5.9 5.9 5.9 5.7 5.7 5.6 - 7.8 7.7 7.7 8.2 7.5 7.2 7.1 6.9 -

受給者1人あたり利用日数・
回数（短期入所生活介護）

D31-g 日
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

10.7 10.1 10.9 15.1 12.3 11.0 11.8 9.7 - 11.4 11.7 11.7 13.2 13.0 12.6 12.2 12.1 - 11.5 11.6 11.7 12.9 12.9 12.7 12.4 12.3 - 8.6 8.1 8.3 10.2 10.3 9.3 10.6 10.9 -

受給者1人あたり利用日数・
回数（短期入所療養介護）

D31-h 日
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

6.7 17.5 9.8 8.8 10.0 8.0 5.6 4.8 - 7.7 7.7 7.6 7.8 8.0 7.9 7.6 7.5 - 7.9 7.9 7.8 8.1 8.2 8.1 7.9 7.8 - 5.3 7.6 6.8 7.6 5.6 7.6 4.6 5.7 -

受給者1人あたり利用日数・
回数（認知症対応型通所介
護）

D31-i 日
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 10.5 10.3 10.2 10.3 10.3 10.2 10.1 10.2 - 10.7 10.7 10.7 10.8 10.9 10.6 10.7 10.6 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

受給者1人あたり利用日数・
回数（地域密着型通所介護）

D31-j 回
見える化・時系列
（各年度年報,R6はR7/2サービス提供月まで）

8.9 10.2 11.0 12.6 8.1 7.3 6.9 7.8 - 8.8 8.7 8.7 8.9 9.0 8.7 8.7 8.5 - 9.6 9.5 9.5 9.7 9.7 9.4 9.4 9.2 - 12.1 11.7 10.6 7.9 8.6 8.2 9.0 10.1 -

全国平均等との比較 全国平均等との乖離について理由・問題点等の考察　（仮説の設定） 設定した仮説の確認・検証方法 問題を解決するための対応策　（理想像でも可）
在宅サービスの受給者１人あたり給付月額は
2.5％低い。
サービス別に見ると、訪問介護（13.6％）、居宅
療養管理指導（10.9％）、特定施設入居者生活
介護（8.6％）、小規模多機能型居宅介護
（59.1％）が高くなっている。

①軽度認定者が多いため、1人あたり給付月額は低くなっ
ている。
②訪問介護は、利用回数が多い(30.6%)分高くなっている。
③特定施設入居者生活介護、小規模多機能型居宅介護
は、利用者が少ないため、本町のような小規模自治体で
は、数値が大きく変動してしまう、

要介護度別のサービス利用の増減を、引き続き分析する。
訪問介護の１人あたり利用回数は、2020年28回から2024年37回と増加が続いている。要介護4が37回から68回と大幅に増加している。令和7年９月分の給付費は計画より1.4％減
で、利用回数も0.6％減となっているが、利用者数の減（-6.2％）によるところが大きいことに留意する必要がある。
通所介護の１人あたり利用回数は、2020年10回から2024年10回と横ばいとなっているが、令和７年９月分の給付費は計画より23.6％増となっている。コロナの影響で利用者が減少し
ていたものが増加しつつある状況と思われる。

重度の方や認知症の方の訪問介護は利用回数が多くなる傾向があり、在宅を継続していくためには必要なもの思われる。
重度化防止、認知症予防が、より一層重要になると考えられる。

自由記述


